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SGHを通して伸ばしたい能力

(1 )専門性と教養

(2)問題解決力

(3)コミュニケーション能力と

プレゼンテーション能力

(4)主体性と協調性

(5)異文化理解の柔軟性と

日本人としてのアイデンティティ

(6)高い語学力

(7)議論する力

(8)地球規模の視点
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讐輔弼謀甥蕪辞鯨鑑鰹鑑醍鳶

第着学年墓提増援線修得

→ 2学年以降の課題研究に備えて、

基礎的な技能を身につける。

第Z・書学年課題研究

→ グループまたは個人で、グローバルな課題

を発見し、課題に関する調査"研究を行う。

議論を重ね、解決法などを発表“提案する。
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構ノウを参議職種の割き鰯巳が

動因纏ま書ニ司隣持って=`ヽ参事

季料亭の考え方 ノ小沼教室動で勅遥轍)

ボ指笛で鉄lなものの撹プチ・雪官吏プチ 多寧投手教細く赦峰か)

データの巧質疑 速水教諭(●悦楽鐙)

データの分析 山閉篭井也教法愈(数′琴’)

様々壌鯖繊巧文集のイ土方・暗えブ手 車孝や教醜く抽選)

ニラ、し.センチ一言・週ンとその箆担優常 山l遍 鍋徴集醜く堅牢勿ブ

タ、ルー1ブ、でのアイデア重屯戎襲.∴∴∴∴∴著蹟圃醸聴く虻唸聯)

アカデミック・ライティング大戸博 大曲数瞭〔圏頼)
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②-3授業から

〈グループでのアイデア発想〉

グループワークとして量を重視した発想、アイデアに対して

は良し悪しを精査しない、アイデアを可視化する等をもとに

個々の課題に対してどういうことができるかを考え、そこか

ら全体の問題解決のための方法を提案する。具体的に、
限界集落一高齢化・人口減の問題を取り上げて考える活

動を行った。
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2日間i 
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【中間報告会1月】 
こ分けて、1グループ発表5分〃質疑3分。 
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動報告会で発表。 
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28年度のまとめ(2月の様子から) 

ーJ相田囲寡調半看話題囲 、小才‾ 
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優秀研究発表会。表 彰 28年9月17目 
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教書意義(グランプリ) 2肌l真裏はハザードマップを轟きせよ, 

優秀賞 1004「東京オルピックを見据えたイシフか-ションアプリの発覚」 

同 日 

3307「日木に対するイメージを元に日本の良さを伝える」 

3106「性徴青から考える同性嚢への認質」 

優良亀 岡 

1011「オiノンピズムの具現化」 

2201「ゲル法によるかしサイト作成」 

日 2204「肪災数百のあるべき剃 

同 2304「日 田の色の嚢化による峡像への没入盛の違い」 

同 日 

3205「コンビ_の海外進出 藍のための観光コンビ_服略」 

3401「日本人の宗観照」 

優秀寅(文献照査鵡門) 2210「放射楓と人類及び生箇系」 

同 

3306「和 「 

観の可犠牲」 

l 

優秀賃(フィールドワーク/実験額田) 優秀貫〈プレゼンテーション韓日) 2101震災時における鹸遠復田のあり方」 3203「アジアにおける外食産秦の海外進出の願の緩轡方針」 

敢闘貫(日常的拘束活削こ対して) 日 日 

1005「シッテインクIルーを広めたい」 2211「プラスチックが人間こ与える影響」 

3405「ユダヤ人はアイデンティティーを失いつつあるのか」 

※9月11日には、3学年「優秀研究発表会・ 表彰丸を学年で制1、Sc嶋津委員の先生方iご批酪いただきます。 

また、2学年「SGH」の時間にも、優秀研究の発熱聞く機会を設けます。 
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SGHプログラムの2種類

・シソがポール相互短期留学

・日中高校生相互交流

※ ホームステイの受け入れ必須

・アジア太平洋青少年リーダース’サミット

(シンガポール)

・国際学術シンポジウム(韓国)

・プリンスエドワードアイランド大学

(カナダ) 28年新規

・筑波∪日Cグローバル・リーダーズ・プログラム

(カナダ)

・国際ピ工-ル・ト. ・牛へ’ルタンユースフォーラム

(2年に1回)
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アナア太平洋

青少年リーダーが

サミット

・主催 ホワチ]ン校

・実施 7月

・規模14ヶ国/26校

・人数 2年生3名

・国際交流/関係構築/国際

間題の認識など

APY」S

国際学術
シンポジウム

・主催 ハナアカデミーソウル

・実施 7月

・規模 韓国200名

日本〃香港〃中国他

・人数(本校派遣)

2年生3名

・事前調査/研究/寮生活
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筑波-UBC

グ。_,緋)_ダ_ズ UBC

プログラム

・主催 筑波大学

附属学校教育局

・実施7月-8月(2期)

・人数1,2年生12名

・事前研修(約与0時間)

・授業/観光&アクティビティ/

寮生活

あらたに、カナダ

派遣プログラム
誕生!

・実施 平成28年8月

・主催 本校

・人数16名

・事前研修

・授業/現地高校生との

交流/ホームステイ
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中間評価 平成28年9月

・ 「これまでの努力を継続することによって、研究開発のね

らいの達成が可能と判断される。 」 (16校)
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○学内にSGH校内推進委貴会を置き,そこを中心として全教貝が本草菜にか

かわっている点など学校体制が整備されている。また、筑波大学の支援・指導の

もと,高度な専門的観点からの助言等を得る体制を整備し, SGH事業の高度化"

専門性を促進する努力を行っている点が評価できる。

○幹事校として,全体的にモデル校となる取組が行われている。今後は,海外や

学外の学校や組織との連携をより拡充させ,より多くの生徒が取組に参加できる
ような機会を増やす工夫が望まれる。

○生徒の学びの向上や意欲の高まり,教貝の意識の変容などに関する実証的

エビデンスを用意し,今後,成果を検証する方法を準備し.改善に結びつける体
制を整備することが望まれる。
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